
徒
、
就
中
、
昭
和
五
年
卒
業
生
が
多
か
っ
た
。

モ
デ
ル
を
し
て
居
る
女
よ
り

K
子

執
筆
者
の
顔
触
れ
は
、
岡
田
秀
雄
、
中
村
茂
雄
、
小
松
益
喜
、
木
村
郁
太

郎
、
山
崎
坤
象
、
小
野
佐
世
男
、
須
山
計
一
が
執
れ
も
西
洋
画
科
昭
和
五
年
卒

業
。
佐
藤
敬
、
淵
上
満
夫
、
中
村
秀
夫
が
同
科
同
六
年
卒
業
。
木
下
幹
一
が
同

科
同
七
年
卒
業
。
楢
原
健
三
、
春
日
清
彦
、
町
田
成
朗
、
寺
田
精
太
郎
が
同
科

同
八
年
卒
業
。
万
田
稔
が
同
科
同
九
年
修
了
。
中
島
正
雄
が
金
工
科
同
五
年
卒

業
。
高
木
勝
四
郎
が
鋳
造
科
同
年
卒
業
、
赤
塚
時
雄
が
図
画
師
範
科
同
年
修

了
。
森
新
一
、
西
村
二
郎
、
山
村
吉
衛
、
関
三
郎
、
長
崎
卓
二
、
村
尾
貞
、
保

浦
静
二
、
上
村
研
三
、
小
林
良
造
は
卒
業
生
名
簿
に
名
が
見
え
ず
、
中

退

者

か
、
あ
る
い
は
筆
名
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
本
唐
貴
は
大
正
十
二
年
彫
刻
選
科
中

退
、
永
田
一
脩
は
西
洋
画
科
昭
和
一
一
年
卒
業
生
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動

の
指
母
者
格
。
村
田
良
策
は
本
校
講
師
で
昭
和
四
、

学
、
色
彩
学
授
業
担
当
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
執
筆
者
は
西
洋
画
科
生

『
美
術
研
究
』
を
読
む
と
、
本
誌
が
次
第
に
左
翼
的
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
既
出
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史
』
に
は
本
誌
が
学
校
当

局
に
よ
っ
て
発
行
停
止
処
分
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を
校
外
に
持
ち
出
し
、
各

学
校
、
研
究
所
有
志
の
統
一
機
関
誌
と
し
て
『
青
年
美
術
』
が
昭
和
五
年
十
月

に
創
刊
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
美
術
研
究
』
や
近
代
芸
術

研
究
部
と
太
平
洋
画
学
校
の
太
平
洋
近
代
芸
術
研
究
会
、

『
線
』
の
発
行
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
(
3
8
6
頁
参
照
）
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
同
誌
の
発
行
停
止
は
左
の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
事
件
と
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ヂ
ー
ゴ

・
リ
ベ
ラ
に
つ
い
て

五
年
当
時
は
英
語
、
美

（
昭
和
四
年
九
月
十
八
日

『読
売
新
聞
』）

綿
密
な
内
偵
を
行
っ
て
慎
重
監
視
に
努
め
て
ゐ
る

藝
術
に
よ
る
端
的
な
運
動
に
営
局
の
眼
特
に
光
る

警
視
罷
官
房
特
高
課
で
は
過
般
束
秘
か
に
活
動
を
開
始
し
、
上
野
美
術
學
校

〔部〕

西
洋
聾
科
中
村
某
同
塑
造
科
森
某
外
敷
名
の
生
徒
を
引
致
取
調
べ
て
ゐ
た
が

十
七
日
一
件
書
類
丈
送
局
し
て
身
柄
は
繹
放
し
同
時
に
一
切
を
學
校
嘗
局
に

通
告
し
て
自
治
的
慮
罰
を
促
し
た
、
右
は
同
校
の
左
傾
學
生
が
ナ
ッ
プ
（
全

國
無
産
藝
術
聯
盟
）
の
美
校
出
身
者
と
連
絡
を
執
り
『
新
藝
術
研
究
會
』
及

び
『
近
代
藝
術
研
究
會
』
な
る
二
つ
の
園
證
を
組
織
し
て
校
内
の
赤
化
を
企

て
4

ゐ
る
事
が
登
覺
し
検
畢
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

同
校
の
左
傾
學
生
は
豫
て
『
五
月
會
』
な
る
秘
密
結
祉
を
作
っ
て
ナ
ッ
プ
や

學
聯
一
味
と
氣
脈
を
通
じ
て
箱
鸞
に
依
る
赤
化
宜
偉
に
努
め
て
ゐ
た
が
昨
夏

解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
再
組
織
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
が
最
近
左
翼
學
生

の
一
派
は
嘗
局
の
眼
が
可
成
隅
々
に
ま
で
と
ゞ
い
て
充
分
な
運
動
が
出
来
な

い
慮
か
ら
最
も
端
的
に
し
て
効
果
の
あ
る
藝
術
に
依
る
尖
鋭
的
な
赤
化
運
動

を
開
始
し
相
営
の
質
績
を
畢
げ
て
ゐ
る
の
で
営
局
で
も
細
心
の
注
意
を
彿
ひ

⑨

白
浜
徴
追
悼
講
演
会

本
件
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
二
号
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

0
白
濱
教
授
追
悼
諧
演
會
錦
巷
會
主
催
の
も
と
に
、

五
日
午
後
二
時
よ
り
本
校
講
堂
に
於
て
開
催
せ
り
。

〔
昭
和
四
年
〕
五
月

東
京
美
術
學
校
に
『
赤
い
』
結
社
稜
登
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一
、
明
治
四
十
二
年

一
、
明
治
四
十
三
年

一
、
明
治
四
十
四
年

一
月

一

開

會

の

辟

平

田

一

白

濱

先

生

の

功

績

正

木

一

圏

霊

教

育

に

於

け

る

型

木

村

荘

八

氏

一

園

霊

数

育

に

於

け

る

創

作

日

本

盪

霜

田

静

志

氏

一

閉

會

の

僻

今

井

伴

次

郎

氏

因
に
同
日
會
場
内
に
故
教
授
の
作
品
並
に
著
書
を
陳
列
展
観
し
た
り
。

目
録

一
、
農
家
の
園
（
卒
業
製
作
）
東
京
美
術
學
校
蔵

一
、
鯛
と
鰺
（
平
常
製
作
）

一
、
竹
に
雀
（
近
作
）

一
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月

一
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月

一
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月

一
、
明
治
四
十
二
年

一
、
明
治
四
十
四
年

―――月
一
月

新
撰
女
子
用
器
甕

改
訂
師
範
學
校
躙
霊
帖
一
ー
ー
五

改
訂
高
等
女
學
校
圏
齋
帖
一
ー
七

〔
マ
マ

〕

新
式
中
學
校
圏
甕
帖
―
一
ー
ー
六

普
通
教
育
圏
案
集

新
式
師
範
學
校
圏
甕
帖
教
授
参
考
書

新
式
高
等
女
學
校
圏
甕
帖
教
授
参
考
書

新
式
幾
何
甕
練
習
帖
一

、
二
、
三

改
訂
中
學
園
聾
帖
教
授
参
考
書

尋
常
小
學
新
定
驚
帳

高
等
小
學
新
定
聾
帳

圏
聾
数
授
の
理
論
及
宜
際

一
、
明
治
四
十
四
年

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

元

年

十

月

元
年
十
一
月

二

年

四

月

三

年

七

月

三

年

四

月

四
年
十
一
月

四
年
十
二
月

五

年

二

月

十
五
年
十
一
月

色
彩
の
練
習

高
等
小
學
新
定
聾
帳
教
師
用

改
訂
高
等
女
學
校
圏
盟
帳
編
纂
趣
意
書

普
通
数
育
模
様
集

固
畳
理
論
赦
科
書

小
學
校
圏
聾
教
授
法

新
定
圏
聾
帳
中
學
校
用
一
ー
|
六

新
定
圏
聾
帳
中
學
校
用
編
纂
趣
意
書

新
定
圏
聾
帳
宜
科
高
女
用
甲
種
一

、
ニ

乙
種

新
定
岡
齋
帳
中
學
校
用
赦
授
参
考
書

新
定
園
聾
帳
賓
科
高
等
女
學
校
用
教
授
参

考
書

圏
聾
赦
授
資
料
第
一
編

現
代
の
美
術
教
育

な
お
、
追
悼
講
演
会
と
同
日
、
錦
巷
会
美
術
教
育
研
究
所
の
発
会
式
が
あ
っ

た
こ
と
も
同
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
転
載
す
る
。

〇
錦
巷
會
美
術
教
育
研
究
所
登
會
式
五
月
五
日
神
田
謳
一
ッ
橋
―帝
國
赦
育

會
館
に
於
て
開
催
、
顧
問
倉
橋
惣
三
、
櫂
田
保
之
助
、
岡
山
秀
吉
、
阿
部
七

一
月

一
、
明
治
四
十
二
年

一
、
明
治
四
十
三
年

四
月

一
月

一
月

一
、
明
治
四
十
一
年

六
月

十
一
年

二
月

小
學
幾
何
聾
法
参
考
目

改
訂
中
學
校
圏
聾
帖
一
ー
|
六

十

一

年

五

月

普
通
数
育
新
定
岡
案
前
集
後
集

六
年

一
月

著
書

一
、
明
治
三
十
七
年

一
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月

八
月

月

五
年

五
年

白
濱
家
蔵

同

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

一
、
大
正

松
堂
氏

直
彦
氏

六
月

同

乙
種

月

甲
種
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講
師
左
の
如
し
。

同

（
甲
）
日
本
聾
宜
習

（
臨
聾
及
窓
生
）

講
師

田
邊

三
浦

直
政

新
一 至

助

赦

授

松

垣

露

雄

五
＿
―
-
吉
、
鈴
川
信
一

、
田
邊
孝
次
、
森
田
編
之
助
、
恩
地
孝
四
郎
諸
氏
出
席

せ
ら
れ
、
晩
餐
會
に
於
て
會
長
平
田
松
堂
氏
の
挨
拶
、
岡
山
秀
吉
氏
の
祝
詞

あ
り
、
晩
餐
後
別
室
に
て
主
事
霜
田
静
志
氏
の
挨
拶
あ
り
、
本
會
成
立
の
趣

旨
を
説
明
せ
ら
れ
、
今
後
の
事
業
に
就
て
顧
問
諸
氏
に
依
頼
す
る
と
こ
ろ
あ

り
た
り
。

⑩

図
画
手
エ
夏
季
講
習
会

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

0
東
京
美
術
學
校
岡
聾
手
エ
夏
季
講
習
會
八
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
、
本

校
〔
図
画
〕
師
範
科
数
室
に
於
て
開
催
、
第
一
部
圏
甕
の
中
、
日
本
聾
科
五

人
、
西
洋
聾
科
四
九
人
、
第
二
部
手
エ
一
五
人
出
席
せ
り
、
因
に
課
目
及
び

東
京
美
術
學
校
数
授

長
野

（
乙
）
西
洋
聾
宜
習
（
木
炭
聾
、
水
彩
霊
、
油
箱
）

講
師
東
京
美
術
學
校
教
授

同

助

教

授

同

助

赦

授

第
二
部
手
エ
（
八
月
一
日
ョ
リ
七
日
問
午
前
八
時
ョ
リ
正
午
迄
）

彫

塑

貨

習

講

師

東

京

美

術

學

校

教

授

水

谷

鐵

也

平

田

榮

第
一
部
園
畳
（
八
月
一
日
ョ
リ
七
日
間
午
前
八
時
ョ
リ
正
午
迄
）

白
井
雨
山
は
大
正
九
年
に
彫
刻
科
教
授
の
職
を
辞
し
、
大
阪
市
、
次
い
で
兵

庫
県
に
居
を
移
し
、
文
人
画
に
没
頭
し
て
い
た
が
、
昭
和
――一
年
――一
月
二
十
三
日

に
武
庫
郡
御
影
町
の
寓
居
で
死
去
し
た
。
同
年
七
月
二
十
六
日
、
東
京
市
本
郷

区
団
子
坂
の
世
尊
院
で
北
村
西
望
、
建
畠
大
夢
、
吉
田
久
継
、
柴
田
正
重
、
畑

正
吉
、
沼
田
一
雅
、
杉
本
伝
、
横
江
嘉
純
、
後
藤
良
、
毛
利
教
武
、
清
水
宇
一

ら
知
己
門
生
が
追
悼
会
を
催
し
、
そ
の
折
り
に
銅
像
建
設
と
遺
作
展
覧
会
開
催

の
こ
と
を
決
定
し
、
準
備
に
着
手
し
た
。

銅
像
は
建
晶
大
夢
の
手
に
成
り
、
雨
山
の
親
友
で
彼
よ
り
一
年
早
く
他
界
し

た
大
村
西
崖
の
銅
像
（
昭
和
三
年
除
幕
）
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
、
昭
和
四
年
七

月
七
日
に
除
幕
式
と
遺
作
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
模
様
は
『
東
京
美
術
学

校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
四
号
の
「
芸
苑
彙
報
」
欄
に
記
さ
れ
て
い

る
。 ⑪

 木

工

及

版

聾

宜

習

助

教

授

漆
工
製
作

〔同
〕
東
京
府
立
高
等
學
校
講
師

講
演
（
八
月
一
日
ョ
リ
六
日
間
午
後
一
時
ョ
リ
―
―
一時
迄
）

用
器
聾
教
授
ノ
理
論

及
宜
際

趣
味
ノ
赦
育

欧
米
ノ
美
術
数
育

白
井
雨
山
銅
像
除
幕
式

講
師

霜

田

静

志

講
師

講
師

同

東
京
美
術
學
校
数
授

東
京
美
術
學
校
講
師

東
京
明
星
學
園
講
師

尾
川
藤
十
郎

鈴

川

信

松

田

義

之

松

岡

正

雄
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